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概要 
⽇本海に近い北陸地⽅は、⼀般的に豪雪地帯であるが、⽇本海側最⼤の都市である新潟市は、近隣の都市
に⽐べて降雪量が少ない。その理由として、新潟市の⾵上に位置する佐渡島が降雪量を減らすという雪
陰（注１効果がある。これは、気象予報⼠や住⺠の間で「佐渡ブロック」（注 2 と呼ばれ広く信じられている
が、その真偽やメカニズムは⼗分に調査されてこなかった。 
本研究では、⻑期間のレーダーデータの統計解析と典型 12 事例を対象とした数値実験により、新潟市の
降雪に対する佐渡島の雪陰効果の存在とそのメカニズムを明らかにした。その結果、佐渡ブロックは確
かに存在し、そのメカニズムは、（１）佐渡島が降雪をもたらすことで、その⾵下海上の⽔蒸気・雲⽔な
どを減少させる、（２）佐渡島が⾵下の⾵速を弱めることで、⾵下海上から⼤気への熱と⽔蒸気の輸送量
を減少させる、ことが分かった。 
 
研究内容と成果 
はじめに、2005–2014 年の冬（12 ⽉〜2 ⽉）のレーダーデータを統計解析した。その結果、強い接近⾵
が佐渡島に到達した 188 例中 151 例（80％）で、新潟平野における雪陰効果が発⽣していたことが分か
った。この雪陰の発⽣位置は常に佐渡島の⾵下で、⾵向きに依存していた。すなわち、北⻄⾵の時は新潟
平野の中でも佐渡の南東に位置する地域で、⻄⾵の時は佐渡の東に位置する地域で特に降雪量が少ない
傾向が認められた。 

次に、典型的な 12 事例を対象に、気象モデルを⽤いた数値実験を⾏った。その結果、気象モデル内で
佐渡島がある時の実験の場合、モデル内に佐渡島がない時の実験よりも、新潟平野で降雪量が少ないこ
とが確認された（図１）。 

さらに、佐渡島を⾵上⽅向（北⻄⽅向）に 200km 移動させた実験を⾏った結果、佐渡島の雪陰効果は、
佐渡島の⾵下 150km まで現れることが分かった。最後に、佐渡島を北東⽅向に 150km（庄内平野沖に）
移動させた実験を⾏った。その結果、新潟平野の降雪量は、他の平野の降雪量と同程度になった。 

数値実験の結果をさらに解析した結果、佐渡島は⾵下の⾵を弱めることで⾵下海⾯から⼤気への熱と
⽔蒸気の輸送量を減少させることがわかった。同時に、⾵下の⽔平⾵の収束も弱めることも分かった。ま
た、佐渡島で雪が多く降ることで、⾵下海上の⽔蒸気、雲⽔、雲氷の量を減少させることも明らかとなっ
た。これらの結果、佐渡島は⾵下海上の雲列の再発達を弱め、新潟市を含む⾵下平野の降雪を減少させる
ことができると結論づけられた。 
 



今後の展開 
今回は季節⾵が佐渡島に吹き付ける事例を対象に調査した。季節⾵が弱い場合の佐渡島の雪陰効果や、
将来の新潟平野の降雪量に対する佐渡島の雪陰効果などが今後の課題としてあげられる。 
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図１： (a) 観測された降⽔量、(b)佐渡島がある場合の計算結果、(c)佐渡島がない場合の計算結果、(d)
佐渡島の雪陰効果（佐渡ブロックの効果 図 c-d）。いずれも典型 12 事例の平均値。 
 
⽤語解説 
（注１） 雪陰：⼭岳が存在することでその⾵下側の降雪量が周囲に⽐べて少なくなる現象、あるいは

そのような降雪分布の特徴 
（注２） 佐渡ブロック：佐渡島の存在が季節⾵によって運ばれてくる雪雲をブロックして、新潟平野



の降雪を少なくする効果。気象の専⾨⽤語ではなく、気象予報⼠や住⺠などによる呼び名。 
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